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　石川県における自然由来による地下水ひ素汚染のプロセスを推定するため，ひ素汚染が見られる井戸を対象に水質
調査を実施し，特に，ひ素の価数別分離測定を行った。その結果，調査した34井のうちAs（Ⅲ）が優勢なものは15井，
As（Ⅴ）が優勢なものは16井，優勢の判別がつかないものが 3井であった。As（Ⅲ）が優勢の15井については県南
部に，As（Ⅴ）が優勢の16井については県北部に集中していた。トリリニアダイヤグラムを作成し水質組成を分類
した結果，地下水の水質組成にひ素汚染による特異性はなく，ひ素汚染との関連性はないものと考えられた。今回の
調査により，本県における地下水ひ素汚染については「還元」又は「酸化」プロセスであることを推定することがで
きた。本県の地下水ひ素汚染のプロセスが地域により異なる傾向があることが明らかとなった。
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